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令和4年度   決算報告書

区分 予算額 決算額 差額
（決算－予算）

備考

収入

運営費交付金 5,410 5,532 122 （注１）

施設整備費補助金 819 830 11 （注２）

うち補正予算による追加 - △ 22 △ 22

補助金等収入 383 632 249 （注３）

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 28 28 -

自己収入 3,286 3,400 113

授業料、入学金及び検定料収入 3,070 3,052 △ 17 （注４）

雑収入 216 347 131 （注５）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,535 1,646 110 （注６）

目的積立金取崩 - 24 24

計 11,463 12,095 631

支出

業務費 8,889 8,923 34

教育研究経費 8,889 8,923 34 （注７）

施設整備費 847 528 △ 319 （注８）

うちライフライン再生事業 - 147 147

補助金等 191 439 248 （注９）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,535 1,726 190 （注１０）

計 11,463 11,618 154

収入－支出 - 477 477

○予算と決算の差異について

（注１０）　（注６）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が190百万円多額となっております。

（注９）　（注３）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が248百万円多額となっております。なお、補助金等収入には授業
料等減免費交付金193百万円が含まれており、本補助金を授業料等免除に使用した結果、補助金等の収入と支出に差額が生じてい
ます。

国立大学法人   九州工業大学

（単位：　百万円）

（注８）　（注２）に示した理由に加え、進行中の工事があるため、予算金額に比して決算金額が319百万円少額となっております。

（注１） 　運営費交付金については、予算段階では予定していなかった教育・研究基盤維持経費等の追加予算が交付されたことによ
り、予算額に比して決算額が122百万円多額となっております。

（注２）　施設費補助金については、計画の変更、当初見込んでいなかった飯塚地区長寿命化改修等が交付されたため、予算額に比
して決算額が11百万円多額となっております。

（注３）　補助金等の追加交付により、予算額に比して決算額が249百万円多額となっております。

（注４）　休学者の増等により、予算額に比して決算額が17百万円少額となっております。

（注５）　雑収入については、財産貸付料収入、講習料収入、学術指導収入等の増により、予算金額に比して決算金額が131百万円多
額となっております。

（注６）　受託研究等の獲得に努めたため、予算金額に比して決算金額が110百万円多額となっております。

（注７）　光熱水費の増等により、予算金額に比して決算金額が34百万円多額となっております。


